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一般会計 総額89億2,700万円に
平成 23 年度　第６回 川崎町議会定例会（３月会議） 平成

24年度

●真崎小学校体育館建設事業	 2億5,160万円
●公営住宅建設事業（上真崎団地、豊州団地、
　大峰団地の本体工事費を除く）	1億8,030万円
●同和保育所建設事業（設計等委託料）

2,970万円

●戸山原古墳公園整備事業	 520万円

　予算委員会において、同和保育所の
改築に係る実施設計等について討論

がなされ、採決の結果、賛成多数で原案のとおり可決すべ
きものと決定をいたしましたが、樋口議員より会議規則第
76条第２項の規定により、少数意見の報告書が提出されま
した。

■少数意見の留保の説明
〈樋口議員〉　同和保育所の問題に対して、以下の４点につ
いて反対意見を述べました。
①厳しい川崎町の財政下で、多くの税金を投入して施設の

新築を行う必要が今あるのか。
②民間保育所擁護の観点から、一定の役目を果たした同和

保育所に、区切りをつけるべきではないか。
③川崎町議会基本条例では大きな工事、大きな事業を行う

場合、基本計画の段階で議会に相談し、そのうえで実施
設計に臨むと求めているのに実施設計予算が上がって
きている。

④これらを、総合的に判断した結果、時期尚早ではないか。

・給食会計	 2億 1,745万円
・住新会計	 2,843万円
・国保会計	 21億 2,615万円
・後期高齢者会計	 2億 2,349万円

主な事業予算

審議経過

その他の会計

●学力向上推進事業（無料塾開設費）	 300万円
●川崎町商店街活性化対策
　（盆踊り大会・花火大会等）	 500万円
●予防事業（子宮頸がん・高齢者インフルエンザ
　予防接種など）	 6,760万円
●配食サービス見守りネットワーク委託料

1,290万円

■原案反対討論要旨
〈千葉議員〉　今回の予算は、基本設計がなく、いきなり実
施計画が提案されています。私は、同和保育所の建設に反
対している訳ではありませんが、予算の出し方について疑
義を申し上げ、反対討論といたします。

〈櫻井議員〉　保育行政全体を考えたとき、民間の保育事情
も勘案し、また国の幼保一元化の方向性も踏まえつつ、ま
ずは保育環境のアセスメント調査が先であり、建てる場所
も計画事業費もなんら説明されないまま、いきなり実施計
画を行い、建設を強行していくことは、時期尚早でありま
す。実施計画予算は一時凍結して、熟慮すべきであると考
えます。
■原案賛成討論要旨

〈瓜野議員〉　私は、子ども達の教育問題や医療問題など
様々な環境整備を訴えてきました。それは、子ども達が安
全で安心して育っていくことを願ってのことです。行政
として考えると、子ども達の教育環境の整備を進めること
は、未来の川崎町を築いていく上で重要なことと考え、賛
成いたします。

・水道事業会計（収益的収入）	 4億 2,433万円
（収益的支出）	 4億 2,370万円
（資本的収入）	 5,248万円
（資本的支出）	 8,655万円

（金額については千円未満四捨五入）　

※賛否表の表示は、○賛成、●反対、○休欠席、○退退席となっています。
※簡易表決とは…あらかじめ議員全員の賛成が見込まれる場合に、議長が賛成者の起立を求めず「異議ありませんか」と諮

ることにより可否を問う採決方法です。

議 賛案 否一 結覧 果と

・地方交付税
  34億4,020万円
  （39％）

・分担金及び負担金
  1億5,927万円（2％）
・地方消費税交付金
  1億6,600万円（2％）

・町税
 11億2,332万円
  （12％）

・町税
 11億2,332万円
  （12％）

・国庫支出金
  9億5,757万円
  （11％）

・民生費
  32億6,319万円
  （37％）

・民生費
  32億6,319万円
  （37％）

・衛生費8億1,651万円（9％）

・県支出金
  6億8,379万円（8％）
・地方譲与税
  8,980万円（1％）

・農林水産費1億8,573万円（2％）
・商工費5,097万円（1％）
・土木費7億4,974万円（8％）

・消防費
  2億3,852万円（3％）

・教育費
  8億9,614万円
  （10％）

・ゴルフ場利用税交付金
  1,540万円
・配当割交付金 160万円
・利子割交付金 420万円
・自動車取得税交付金
  2,440万円
・地方特例交付金2,620万円
・交通安全対策特別交付金
  500万円
・株式等譲渡所得割交付金
  50万円

・財産収入8,941万円（1％）
・使用料及び手数料
  4億5,753万円（5％）

・町債9億6,680万円（11％）
・諸収入
  2億5,991万円（3％）
・繰入金
  4億5,616万円（5％）

入ってくる
お金

・議会費
  1億3,023万円
  （1％）

・公債費
  15億763万円
  （17％）

・公債費
  15億763万円
  （17％）

・総務費
  10億4,638万円
  　　　（12％）

・予備費
  1,792万円
・諸支出金
  519万円
・労働費
  1,889万円

使う
お金

注）同和保育所建設事業予算については、
　 反対意見があり討論採決となりました。下記参照

議案番号 案　件　名
賛否の結果

議案第 22 号 平成 24 年度川崎町一般会計予算について
議案第 1 号 川崎町固定資産評価審査委員会委員の選任について （同意）簡易表決
議案第 2 号 財産の処分について （可決）簡易表決
議案第 3 号 川崎町辺地総合整備計画について （可決）簡易表決
議案第 4 号 川崎町過疎地域自立促進計画の変更について （可決）簡易表決
議案第 5 号 川崎町公の施設等における暴力団排除に関する条例の制定について （可決）簡易表決
議案第 6 号 川崎町夢ある未来づくり基金条例の制定について （可決）簡易表決
議案第 7 号 川崎町簡易給水施設の設置及び管理運営に関する条例の制定について （可決）簡易表決
議案第 8 号 指定管理者の指定について （可決）簡易表決
議案第 9 号 川崎町水道事業の剰余金の処分等に関する条例の制定について （可決）簡易表決
議案第 10 号 川崎町課設置条例の一部を改正する条例について （可決）簡易表決
議案第 11 号 川崎町職員定数条例の一部を改正する条例について （可決）簡易表決

議案第 12 号 川崎町非常勤職員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正
する条例について （可決）簡易表決

議案第 13 号 川崎町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について （可決）簡易表決

議案第 14 号 川崎町一般職の職員等の給与の特例に関する条例の一部を改正する
条例について （可決）簡易表決

議案第 15 号 川崎町児童遊園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
について （可決）簡易表決

議案第 16 号 川崎町重度障害者医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例
について （可決）簡易表決

議案第 17 号 川崎町営住宅設置及び管理条例の一部を改正する条例について （可決）簡易表決

議案第 18 号 昭和 60 年度分固定資産税の納期の特例に関する条例等を廃止する
条例について （可決）簡易表決

議案第 19 号 平成 23 年度川崎町一般会計補正予算（第 6 号）について （可決）簡易表決

議案第 20 号 平成 23 年度川崎町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第 3 号）
について （可決）簡易表決

議案第 21 号 平成 23 年度川崎町水道事業会計補正予算（第 3 号）について （可決）簡易表決
議案第 23 号 平成 24 年度川崎町学校給食センター特別会計予算について （可決）簡易表決
議案第 24 号 平成 24 年度川崎町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算について （可決）簡易表決
議案第 25 号 平成 24 年度川崎町国民健康保険事業勘定特別会計予算について （可決）簡易表決
議案第 26 号 平成 24 年度川崎町後期高齢者医療特別会計予算について （可決）簡易表決
議案第 27 号 平成 24 年度川崎町水道事業会計予算について （可決）簡易表決
請願第 4 号 障害者総合福祉法の制定を求める国への意見書提出に関する件 採　　　　　択
選挙第 10 号 選挙管理委員の選挙について 当　　　　　選
選挙第 11 号 選挙管理委員補充員の選挙について 当　　　　　選
発委第 5 号 川崎町議会委員会条例の一部を改正する条例について （可決）簡易表決
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議会の指名推薦で選挙管理委員
が決まりました

石井　	清
きよ

實
み

氏　（安宅行政区）
山野　	實

じつかず

一氏　（池尻行政区）
岩口　	義博氏　（米田行政区）
坂口	三枝子氏　（東田原行政区）

任期（平成24年3月27日〜平成28年3月26日）

 一　般　会　計
年度末の不用額発生に伴う減
　4,713万5千円を減額して

98億9,279万円にします。

・名　称　乙女ヶ丘（三ヶ瀬住宅団地）
・所在地　大字池尻219番地19	他
・地　目　宅　地（21筆）
・地　積　6,691.81㎡

・処分予定価格9,717万円
・契約相手方　平成24年4月
		より公募による分譲予定
	※詳細は広報かわさき４月号参照

国民健康保険事業勘定特別会計
過年度国庫補助金の返還金に伴う増
　956万 3千円を追加して、

29億5,094万円にします。
水道事業会計
配水管布設替受託工事費の減
　収入と支出をそれぞれ1,300万円を減額して、
　収益的収入の総額を4億3,205万円に		　　　		
　収益的支出の総額を4億2,752万円にします。

（金額については千円未満四捨五入）　

平成
23年度 補正予算

財産の処分

障害者総合福祉法の制定を求める国への意
見書提出に関する件

（請願者：障害者週間を考える会）

〈経　　緯〉この請願は、12月議会において紹介議
員を櫻井英夫議員として提出され、民生文教常任委
員会へ付託されました。内容が事業所主体の内容
だったため、継続審議となっていました。
〈委員長報告〉意見書の内容が、障がい者の立場に
たって、障害者総合福祉法の制定を求める内容であ
り、委員会で採択すべきものと決定されました。
〈結　　果〉3月6日の本会議において、委員会報告
の後、全会一致で請願が採択され、併せて委員会よ
り下記の意見書案が提出され、可決されました。

障害者総合福祉法（仮称）の制定を求める意見書

「障がいのない市民との平等と公平」「谷間や空白の
解消」「格差の是正」「放置できない社会問題の解決」
「本人のニーズにあった支援サービス」「安定した予
算の確保」この骨格提言を反映した障害者総合福祉
法（仮称）の制定を求めるものです。

【提案理由】固定資産評価審査委員の任期が平成24年
3月31日に満了するため、後任を新たに選任しようと
するものです。
【審議結果】地方税法第423条第3項の規定により、議
会の同意を求め、3月6日の本会議で下記の方が全会
一致で同意されました。

●住　　所　川崎町大字田原 774 番地の 6
●氏　　名　谷　　文和 氏
●生年月日　昭和 24 年 8 月 3 日
●参考事項　元川崎町企画情報課長

川崎町固定資産評価
審査委員の選任

条例の制定・一部改正等

■「公の施設等における暴力団排除に関する条例」
を制定

　暴力団を利することにならないよう、公の施設等
の利用を制限しようとするもの。

■「川崎町夢ある未来づくり基金条例」を制定
　町民が将来の川崎町に夢がもてるように、教育の

推進と雇用の促進を図るためのもので、当面の基
金としてサマージャンボ交付金1億円を充当する
もの。

■「簡易給水施設の設置及び管理運営に関する条
例」を制定

　「安宅上・下原地区簡易給水施設」の完成に伴い、
施設の設置及び管理運営方法を定めるもの。

■「水道事業の剰余金の処分等に関する条例」を制定
　「地方公営企業法」の一部改正により、利益及び資本

剰余金の処分と欠損の処理に関する国の基準が廃
止されたので、その基準を定めるためのもの。

■「川崎町課設置条例」の一部改正
　事務改善委員会の答申にもとづき役場の課の名

称を変更するための一部改正。「歳入推進課」を
「税務課」に、「事業課」を「建設課」に、「住宅管理
課」を「住宅課」に改めるもの。

■「川崎町職員定数条例」の一部改正
　役場職員の新規採用に伴い、職員定数「240人」を
「246人」にするもの。
■「非常勤職員の報酬及び費用弁償等に関する条
例」の一部改正

　これまでのスポーツ振興法が、「スポーツ基本法」

に改正されたことに伴い「体育指導委員」を「ス
ポーツ推進委員」とするもの。

■「一般職の職員の給与に関する条例」の一部改正
　人事院勧告に伴い、職員の給料を平均0.23％引き

下げるもの。
■「一般職の職員等の給与の特例に関する条例」の
一部改正

　これまで職員の給料を３％カットしていたもの
を、平成24年度は２％、平成25年度は１％、平成26
年度より０％に戻すもの。

■「児童遊園の設置及び管理に関する条例」の一部
改正

　条例に規定している児童遊園に「手の浦、大谷、櫛
毛、大島、米田」を追加するもの。

■「重度障害者医療費の支給に関する条例」の一部
改正

　法律の改正に伴い、条例文中の「政府」を「全国健
康保険協会」に改めるもの。

■「町営住宅設置及び管理条例」の一部改正
法律の改正により、公営住宅の入居要件が廃止さ
れたため、条例で入居要件を定めるもの。

■「昭和60年度分固定資産税の納期の特例に関す
る条例等」の廃止

　条例の適用期限が過ぎたため、廃止するもの。
■「川崎町議会委員会条例」の一部改正
　前記「川崎町課設置条例」の一部改正に伴い、「川

崎町議会委員会条例」の課名変更等一部を改正す
るもの（議会運営委員会提案）。

　本議会に執行部から提案された条例は、新規制定４件、一部
改正8件、廃止1件の計13件で、川崎町課設置条例の一部改正に
伴う「川崎町議会委員会条例の一部改正」（議会運営委員会提
案）を含めて14件となりました。いずれも慎重審議を重ねた結
果、原案どおり可決いたしました。

①指定管理者に管理を行わせる公の施設の名称
　安宅上・下原地区簡易給水施設
②指定管理となる団体　
　福岡県田川郡川崎町大字安眞木3149番地の35
　安宅上・下原地区簡易給水施設管理組合
　組合長　宗近　誠	氏
③指定の期間
　平成24年4月1日から平成34年3月31日まで

▲安宅上・下原地区簡易給水施設

安宅上・下原地区簡易給水施設の
管理は地元組合で管理

請 願

下記の土地を処分します ハローディ

乙女ヶ丘
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後
藤
寺

猪
位
金
↓

中
元
寺
川

辺地総合整備計画に
２つの道路を追加

辺地総合整備計画書に次の事業を追加しました。事業の財源は、
主に辺地対策事業債（交付税算入率80％）を充てます。

道　路　名 計画期間 事業費 整備計画の内容

町道上真崎安宅線 平成24年～平成26年 1億2,100万円 上真崎から安宅に通じる町
道の改良

林道熊ヶ畑・安真木線 平成24年～平成26年 3,452万円 黒木から嘉麻市に通じる林
道の新設
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4月 ５月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
会　　期　　中

通常の年 招集
定例会

定例会
６月会議

定例会
９月会議

定例会
12月会議

定例会
３月会議

会期中 会　　期　　中

選挙の年 招集
定例会

招集
臨時会

招集
定例会

６月会議

定例会
９月会議

定例会
12月会議

定例会
３月会議

ありませんでした。戦争が起これば、子
ども、障がい者、高齢者等弱い立場の
人々が真っ先に被害を受けます。請願
は、人と人が殺し合う戦争のない平和
な未来を子どもたちに残してほしいも
のです。町長のお考えを聞かせてくだ
さい。
【答】小田町長　９条の問題だと思いま
すが、思想信条については、違います。
子どもたちが平和に暮らせるのは、大
事なことですが、他国の侵略から守る
のも大事なことです。

【問】　今、教習所に通うには、30万円
以上のお金が必要です。家庭の事情で
18歳過ぎて免許を取りたくても教習
所に行けない方がおられます。町とし
て自動車免許取得のための基金をつ
くっていただき、希望者に貸付け、その
方が仕事に就いた後、給料から少しず
つ返還するシステムができたら、税金
も入ってくるし、若者にやる気が出て
くると思います。町の活性化にもつな
がるのではないでしょうか。
【答】小田町長　今まで自分で取った
人には何もしないで、町が貸し出しを
し、住宅改修資金の二の舞になる。家を
建てるため国の制度があって、町が貸
し出しをやってきた残りが６億ありま
す。貸付は、やりにくいと思っていま
す。

【問】　ごみを燃やすときの熱エネル
ギーを利用することをサーマルリカバ
リー（熱回収）と呼び、施設内の電力
を賄い、お湯をハウス園芸等に有効に
使っていますが、新しい焼却場にも取
り入れは可能ですか。
【答】小田町長　結論から言いますと、
可能だと思います。

【問】　昨年10月に受給要件が変更さ
れ、3月末までに新たに申請手続きを
しないと受給できなくなります。町の
手続き未済の方の数を数えて下さい。
【答】小田町長　児童手当の受給対象の
世帯数は、1,408件、そのうち手続きが
済んでない世帯は９件で、町から戸別
訪問をして全件申請を終わらせたいと
思います。

【問】　人間の大人は、60兆の細胞で
できていますが、胎児は、ただ1つの受
精卵が活発に細胞分裂していきます。
放射線に被爆すると、遺伝情報に傷が
つき、傷ついたものが細胞分裂して複
製され被害が拡大されていくそうで
す。
　１シーベルトの被爆をした人が１万
人集まれば、合計の被爆量は、１万人
シーベルトになるという考え方の癌死
数では、30歳が3,891人亡くなると
いうのが、全年齢の平均した危険度だ
そうです。55歳では、癌で亡くなるの
は49人ですが、０歳では15,152人で
310倍なります。京大原子炉実験所の
小出先生は、「放射能に汚染された食物

一般質問
よりよいまちづくりをめざして

千
葉	
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員

がいずれ出回る。高齢者は、影響がない
ので被災地支援のため食べていただき
たい。子どもは、多大な影響があるの
で絶対に食べさせてはいけない。基準
値より下でも安全じゃない。放射線で
どこまで安全というのはない」等と強
調されています。現在でも暫定基準値
500ベクレル／㎏を超える食べ物が
市場に出回り、後から出荷停止する状
況です。福岡市では、数台購入する動き
があり、予防のためのヨウ素剤も25万
人用意しているが、町長のお考えを聞
かせて下さい。
【答】小田町長　今、福岡では、太宰府市
にある福岡県保健環境研究所が放射能
の測定をやっていて震災前と比べて変
化がない。一番心配なのは、学校給食セ
ンターの食材ですが、福岡県に学校給
食会から国の基準以内の食材であると
いう検査結果が出ており、川崎町の食
材は異常がないので今のところ独自に
線量計を購入する予定はありません。

【問】　人にとって一番大切なものは、
命だと思いますが、町長はどう思われ
ますか。
【答】小田町長　そのとおりです。命が
一番大事です。
【問】　その命を一番危険にさらすの
は、戦争です。日本には、世界に誇る平
和憲法があります。戦後60数年間、私
達は、他国の人々の命を奪うこともな
く、また侵略され命を奪われることも

らスタートした「通年議会制」の概要、運用方法等
について説明を行いました。（報告者：伊藤英明議
会運営委員会委員長）

　質疑応答では「駅前ゆらりと安宅交流センター」の
今後、専決処分の取り扱い、議長交際費の増額及び小
学生の学力テストの結果と対策等について質問や要
望が出され、それぞれ関係議員が答弁しましたが、今
後ともできる限りご意見の趣旨をふまえて、町への
働きかけを行ってまいります。

A 全件申請を終わらせる

Q 子ども手当の申請は

A 今のところ予定はない

Q 食品放射能を測る線量計の購入

A 自分たちの手で守る

Q 平和憲法を守る町

A 極めて難しい

Q 普通自動車免許取得の
助成金制度

A 可能だと思う

Q 新ごみ処理施設の燃焼時
エネルギー利用は

平成23年度
議会報告会を
開催！！
　去る２月17日（18時30分〜 20時）、勤労青少年ホー
ムにおいて、平成23年度の議会報告会を実施しました
が、厳しい寒さの中、約200名の町民の皆さまがお集り
いただき、盛会裏に開催することができました。
　冒頭、見月議長とご支援いただいた行政区長会の西
本恵副会長のごあいさつを皮切りに、全出席議員の自
己紹介に続いて本題の議会報告を行い、質疑応答のあ
と終了しました。

　議会報告の概要は次のとおりです。
①議会だより第105号を題材として、12月議会の
内容及び議会だよりの編集方針について説明を行
いました。（報告者：小松孝一議会だより編集特別
委員会委員長）
②「川崎町議会基本条例」の制定に伴い、23年6月か

追跡レポート

新型インフルエンザワクチン接種
について川崎町も何らかの方法で
補助を考えてもらえないか。
（大谷議員：

平成21年12月議会定例会で質問）

高齢者のインフルエンザ
予防接種料が

平成23年10月より
無料になりました

　高齢者がインフルエンザにかかると、肺炎などの合併症を起こ
しやすく、重症になることも少なくありません。インフルエンザの
予防接種を受け、そのような危険を未然に防ぐことが重要です。
　川崎町では、予防接種に従来1000円の自己負担が必要でしたが
（非課税世帯を除く）、昨年から田川市郡では川崎町だけの試みと
して、65歳以上の町民全員が無料で予防接種を受けられるよう
になりました。また、24年度からは、「病気の予防・早期発見・早期
対応」のため、町の総合検診11項目すべてを完全無料化し、回数も
15回に増やしています。気軽に受診できる環境整備に努め、町民
のみなさんの健康づくりのために積極的に取り組んでいます。

通年議会の説明図

▲食品放射能を測る線量計

あの質問はどうなった？
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【問】　福祉分野の計画は数多く存
在していますが、産業振興計画は
昭和60年代に作られた、いわゆる
「安真木観光開発」以降はありませ
ん。振興策をその都度のひらめき
で予算化するのでなく、まず計画
的にまとめる必要があります。
　次の点について見解をだずねま
す。
①産業振興計画を作る必要性の有
無
②TPPを踏まえた農業振興策
③直売所「De・愛」の強化策
④地場産業・地場企業育成策
⑤企業誘致の現状、実績について
【答】小田町長　
①総合計画、過疎、辺地計画の中で

産業振興策も対応してきたが、
別に産業振興計画が必要かどう
か検討したい。

②国のTPP交渉の推移を見て対
応したい。

③集客を充実する仕掛け
を考えたい。

④企業間の連携が計れる
施策を検討中。

⑤資材会社、量販店コメリ
らの進出が決定。さらに
他の量販店、懸案の川崎
工業にも進出してもら
うよう促します。

【問】　駅前「ゆらり」の存続、廃止
が選挙の争点になったようです
が、社会教育施設の創設、廃止につ
いては教育委員会が権限を持って
おり、町長とて教育行政に簡単に
は介入できない仕組みになってい
ます。すなわち、教育委員会が決定
を下して初めて成立します。駅前
「ゆらり」に関して社会教育委員会
はいつ、どんな答申、つまり結論を
出したのですか。
【答】上條社会教育課長　社会教育
委員長の個人的見解は出ました
が、具体的な答申については中間
も最終も出ていません。
【問】　この１年、「ゆらり」の件で
議会から様々な疑義を持たれまし
たが、教育委員会ではどんな議論
がなされたのか会議録を閲覧した
いが、どうですか。

【答】上條社会教育課長　「ゆらり」
廃止以後は一切の議論はありませ
ん。
【答】石原教務課長　情報公開制度
に基づき、会議録の閲覧申請をし
て頂きたい。

【問】　高校に進学した生徒に中退
者が発生しているようですが、そ
の原因と指導体制はどうなってい
ますか。
【答】松本教育長　これまで実態把
握はできていませんが、個別に相
談があれば受け付けるようにして
います。24年度から高校中退者の
把握に努める計画です。

【問】　23年度スポーツ基本法施
行に対応して町はどんな施策を考
えていますか。
　本町もスポーツ基本条例を設置
するよう提案します。
【答】松本教育長　国・県と連携し
てスポーツ振興を考えます。また、
障がい者も参加できるスポーツ行
事の開催も検討します。

一般質問
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文書化されたのは、焼却場については、田
川市、川崎町の地内、最終処分場は、下田
川の地内それだけが記入されています。
その他、一緒に合意されたのは、焼却方式
については、ガス化溶融、場所は白鳥（K）
区画でということが合意されました。し
かし、この合意自体が既に壊れています。
白鳥については、もう早く断念されまし
たし、この４年間の議事録を読んでみた
らガス化もいつの間にかなくなって、ス
トーカープラス灰溶融炉というふうに変
わっています。場所も次から次へ変わっ
ています。
　協定の見直しは施設組合の議会です
るのではなく、それぞれの町間、町と町
の協定です。そこを、組合議会の一部の方
達は、はき違えているのではないかと思
います。川崎町としては、川崎町議会の中
で、きちんと議論し、川崎町としてはどう
いう方向で臨むのか結論を出していきた
いと思います。
【問】　今後、処理方式を見直す考えはあ
るのか。あるとすれば、どういった処理
方式がふさわしいのか伺います。
【答】小田町長　まだ考えていませんが、
ガス化とか、灰溶融炉が全国で爆発事故
を起こしています。ストーカープラス灰
溶融炉にした場合、焼却炉自体が大変な
高額になり、経済的ではない。そういう意
味を含めると確かに最処分場は多く要り
ますが、ストーカー方式が有効ではない
かと思っています。
【問】　今後の新ごみ処理施設建設に向
けた町長の考えをお聞かせ下さい。
【答】小田町長　私も含め、議会の皆さん
方も任期は、あと３年しかありません。そ
こで、場所について今までのやり方は、組
合で勝手に決めて地元の同意を得る。そ
れで反対されるの繰り返しで既に20年近
く経っています。ある程度、地元が理解で
きる、そういう場所を選定して、基本的に
は３年以内にそういうところまでは、決
定したいと思います。

【問】　建設候補地が岩鼻伊加利地区に
至った経緯についてお伺いします。
【答】小田町長　これは、前清掃施設組合の
副組合長であります手嶋前町長と組合長
の伊藤田川市長が地域（通谷）の住民を川
崎町のコミュニティセンターに集め、二度
とこの（通谷）ではやらない、ご迷惑をおか
けしたと発言しています。それを受けて、
田川市から旧三井セメント跡地、川崎町か
ら岩鼻地区を候補地として推薦していま
す。岩鼻地区につきましては、90％以上が
田川市の地内であるということで、岩鼻、
伊加利地区と名称が変わっています。
　その後、昨年の７月議会だったと思い
ますが、組合長から来月岩鼻、伊加利地区
の住民説明会に入るという発言がありま
した。ところが、説明会がなかなかされな
いので、昨年の暮れと今年になって、地元
住民代表が市役所へ来て反対の申し入れ
をしています。その後、１回だけ組合の事
務局と組合長が岩鼻、伊加利地区に出か
け、話し合いをしようとしましたが、地元
が耳をかさない状況であります。それで、
今年の２月７日私と教育長とB＆G財団
の会議に参加しているとき午後６時位で
したが、事務局から連絡が入り、２月９日
に正副組合長会議をしたいと連絡があり
ました。どういう用件か尋ねると岩鼻、伊
加利地区も断念したようだ、その責任を
とって組合長は辞任の表明をする。その
ようなことから急遽２月９日に田川市役
所へ赴き、田川市長、私、糸田町長の３名
で、福智町の町長は東京へ出張中で来て
いませんでした。話の内容ですが、岩鼻、伊
加利地区断念の経緯や組合長辞任の話が
あり、今から記者会見で辞任について発
表するというので、私は正副組合長４人
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そろった中できちんと表明すべきだ。組
合議会の議員にも説明し、それぞれの審
議会に説明した後、２月24日が組合議会の
予定なので、その後に記者発表すべきで
はないかと進言いたしましたが、聞き入
れてもらえず、今から記者会見を開くと
強行されました。正式な手続きをとって
おらず、組合長として責任をとったのか、
田川市長としてなのかは、わかりません。
今後は４首長で話し合いをし、決めてい
くことになります。一連の新聞報道によ
る経緯については、こういう段階です。
【問】　次に運営協議会の役割と、組合長
の辞任に対し、抗議するため運営協議
会の会長であります梅林田川市議と副
会長であります本町の北代議員が辞任
すると新聞報道でありました。その経
緯について説明を、お願いします。
【答】小田町長　運営協議会というのは、
あくまで議会ではなく平成13年に組合が
合併したときに、それぞれが焼却場と、し
尿処理場を持っていた関係上、新しく焼
却場と、し尿処理場を全部合併するまで
は、２つの会計をもちましょう。そして、
それぞれの会計がお金も出しますし、そ
れぞれの会計については、介入しないと
いう約束がなされました。本来、運営協議
会は新ごみ処理施設の議論をする場所で
はなく、田川市と川崎町の今ある施設、こ
れについての議論をしましょうというの
が、この運営協議会の当初の設立趣旨で
あります。辞任した組合長に抗議するた
め、運営協議会の会長と副会長が辞任す
る行為は理解できませんし、本来、組合長
が辞任する、しないに係らず本年３月31
日で任期が切れます。それ以降は、役員改
正が行われ新体制になるので、この辞任
騒動自体なんの意味も持たないのです。
【問】　次に2月25日の報道では、組合議
会で一部の議員から合併時取り決めた
協定を見直すべきだ、という発言が出て
いるようですが、組合議会だけで審議
し、決定できるのか、お伺いします。　
【答】小田町長　協定は、平成13年田川、川
崎の組合と、下田川の組合が合併すると
きの協定です。これは、施設組合の協定で
はなく、町間の協定です。この協定は、そ
れぞれの町が議会の議決を経て町長名、
市長名で締結を結んでいます。この中で、

A 残り任期3年の内に決めたい

Q 新ごみ施設の現状と展望は

A 重要課題と認識している

Q 産業振興は長期的視点で
取り組むべきでは

A 答申は出ていない

Q 社会教育委員会の社会教育施
設に関する中間・最終答申の
時期と内容は

A 24年度から把握に努める

Q 町生徒の高校中退の
現状と対策は

A 国の理念にのっとって対応する

Q スポーツ基本法をどう生かすのか

▲

教
育
委
員
会
に
も
会
議
規
則
が

▲昭和61年度に建設された清掃センター
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【問】　平成19年３月、川崎町障がい者
福祉基本計画、第３節の１に、早期教
育、育成の推進の方策の方向で町教育
委員会は、学校現場の連帯と保護者の
協力を得ながら、特別支援教育を推進
する。また２に、学校教育推進の基本的
な考え方として、障がい児の教育は、児
童生徒がその障がいを克服して、必要
な知識、技能及び生活習慣を養い、積極
的に社会参加していく能力を養成する
ことを目的に、教育環境の整備と、児童
生徒の障がいの程度に応じた教育の実
践が必要。本町では、特別支援学級を設
置し、障がいのある児童生徒に適応し
た教育を行うとある。このことは、障が
いを持つ親にとって、どれほど心強く
思ったことでしょう。
　先日、発達障がいで、多動性のある子
どもを持つ保護者の方が悩んでいると
聞きました。今年１年生に入学するわ
が子に対して、支援員の配置を教育委
員会に相談に行きましたが、委員会は、
現状の予算では難しく、どうしても心
配であれば、特別支援学校に行くよう
に勧められました。しかし、現在、障が
いのある姉が小学２年生に在学してい
ます。親としては、地域の障がいのない
子どもたちと、机を並べて学習するこ
とで、子どもの症状も少しずつ改善し
ていくのではないかと思っています。
発達障がいによる多動性の特徴は、低
学年に多く、この時期に適切な指導が
あれば、学年が進むにつれ落ち着きも
でて、障がいのない級友たちとの交わ
り方も上手くなると聞きます。親とし
て子どもの将来のため、あらゆる可能
性と希望に向け全力で努力すると言っ
ています。本町の障がい者福祉基本計
画の中では、障がい児への充実した指
導ができるように、教職員の配置と専
門スタッフの配置を要望するとありま
す。町長の前向きな見解をお尋ねしま
す。
【答】松本教育長　児童生徒が新入学や

一般質問
よりよいまちづくりをめざして

一般質問
よりよいまちづくりをめざして

福祉サービスを進めてきました。高齢
者の方がいつまでも健康で日常生活に
生きがいを感じて生活することが最も
重要で、パワーフィットネス・イーズ池
尻において、23年９月より実施して
いる、川崎町介護予防教室は、専門の運
動指導者による指導のもと、運動プロ
グラムを実施してもらえることで、利
用者は、介護予防や健康増進に効果が
あると喜んでいます。しかし、自動車も
なく公共バスの時間は本数も少なく不
便なので、利用可能な時間帯に福祉バ
スの活用をしてはどうか尋ねます。
【答】小田町長　西鉄バスの運行も縮小
され、川崎町内は大変不便であると思
います。以前は、町バスや福祉バスの
運行を無料で実施していましたが、平
成21年９月より国土交通省の補助を受
け、有料で運行しています。これが一つ
の障がいとなって、バス運行の変更や
増便などができにくくなりました。し
かし、介護予防や生活習慣病の予防教
室に通う人たちは、全ての人が健康で
はないので、利用者の利便性を考慮し
て、バス協議会や国土交通省の部局と、
積極的に協議をしていきたいと思いま
す。

瓜
野	

か
を
り
　
議 

員

つ病からの健康問題が最多で１万
5,802人に達しています。自殺予防
強化の観点からも、精神疾患対策は
緊急課題といえます。町長に精神疾
患の取り組みについてお尋ねしま
す。
【答】小田町長　今、精神疾患の患者
さんが大変増えています。川崎町で
いいますと、精神保健福祉法におけ
る福祉手帳を所持している方は、今
年の２月現在で191名です。その他、
手帳を持たないで病院に通っている
方も多くいると思います。そういう
事も考えてみますと1,400人の患者
さんがいるんだと思います。
　対策として早期発見、早期治療の
システムづくりを国、県がやってい
るようですので川崎町としても、そ
うしたシステムを取り入れたいと
思っています。精神疾患が発症する
までには、身体症状として、睡眠障
害、肩こりであったり、さまざまな症
状があるようです。
　本人の周りの家族、友人が早く気づ
いてあげることも大事だと思います。
その事が早期発見、早期治療につな
がっているようです。
　現在、川崎町保健センター内に相談
窓口を開設しています。また訪問相談
も必要に応じて実施しています。その
他保健福祉事務所や福岡県精神保健
福祉センターなど、さまざまな機関も
電話相談を行っています。

 ※疾
しっぺい

病…やまい、病気

【問】　胃がん対策についてお尋ねを
致します。現在、全国では胃がんで
５万人の方が亡くなっています。毎
年11万人の方が発症しています。こ
の40年間、日本の胃がん死亡数は横
ばいです。この結果から、日本の胃が
ん対策は功を奏していないと思いま
す。現在各自治体が実施している胃
がんバリウム検診は、早期胃がん検
診能力は低いと専門家は言っていま
す。胃がん予防対策を前進させるに
は、発想の転換が求められます。胃が
ん撲滅のためピロリ菌の検診、血液
検査等1,500円から2,500円程度か
かりますが、町として胃がん予防が
ピロリ菌検査によって予防できると
思います。町長の見解をお尋ねしま
す。
【答】小田町長　ピロリ菌検査を町の
総合検診に加えたらどうかというこ
とですが、抗生剤でそのピロリ菌が
約90％ぐらいは除菌できるという研
究成果も出ていますので、各種国の
指針や県の指針等を合わせ、近い将
来ピロリ菌検査も実施します。

谷
口	

武
雄
　
議 

員 【問】　国は平成24年度の特定健診
（胃がん、肺がん、大腸がん、乳がん、
子宮がん）の目標実施率を65％と定
めており、この目標に達しない保険
者について最大10％の範囲で減額
するとしています。川崎町は25.9％
となっており、年間で約2,300万円
の拠出増加となります。町長の見解
をお尋ねします。
【答】小田町長　今後は早期発見が病
気の予防にもなりますし、国民健康
保険の赤字の解消にもなります。そ
の意味でも町民に対しても啓発活動
推進、また４月１日より保健師が１
名増員されますので、健診率の向上
に努めていきます。

【問】　厚生労働省は医療対策として
今まで重点的に取り組んできまし
た。がん、脳卒中、糖尿病、心臓病の４
大疾

しっぺい
病に、新たに精神疾患を追加し

て５大疾病とする方針を決めまし
た。国の実態調査によると４大疾病
の患者数は、糖尿病が237万人、が
んが152万人、脳卒中が134万人、
心臓病が81万人の順に多いようで
す。これに対し、うつ病や高齢者に
よる認知症など精神疾患の患者は
323万人と４大疾病の患者数を大
きく上回っています。福岡県では高
校生のひきこもりなど不登校対策と
して、高校生不登校対策事業を実施
しています。
　実際に自殺者は、13年連続で
３万人を超えています。動機はう

A 早期発見、早期治療に努めます

Q 精神疾患の取り組みは

進級する際、発達障がいを含めた、心身
に不安のある児童等については、教育
委員会でそれぞれの状況を把握し、就
学指導委員会の審議内容を伝え、保護
者と就学相談を踏まえ、当該児童生徒
にもっとも望ましい進路を審議し、専
門資格を有する教員が配置されている
特別支援学校も視野に入れた、当該児
童等に対して望ましい進路を決定して
います。今後、教育委員会としては、特
別支援学級の児童生徒たちに手厚い指
導がされるように、県の教育委員に対
して、定数枠緩和を要望します。
【答】小田町長　基本的には、子どもた
ちの施策は教育委員会で決定していま
すが予算がないことで、障がい児を排
除することがあってはならない。子ど
もたちがきちんと教育が受けられるよ
うな施策を教育委員会と十分に協議し
ていきます。
【問】　大変前向きな答弁であります
が、田川市では、平成19年５月発達障
がい児支援のフキノトウは、教育行政
に対して支援員の適切かつ手厚い配置
を要望しました。結果、教育行政の敏
速な対応で平成19年度より、小学校９
名、中学校３名の12名の特別支援教育
支援員が配置されました。このことに
より、学校現場では子どもたちにより
手厚く丁重な支援が行われていると聞
いています。本町においても、発達障が
いを持っていたため、幼稚園入園を拒
否されたにもかかわらず、大学へ進学
した子も私の身近におられます。この
ように子どもは計り知れない未知の可
能性を秘めています。幼児期からの手
厚い教育が受けられるようにお願いし
ます。

【問】　本町では、地域生活への支援策
として、社会参加できる共生社会を
実現するため、スポーツやレクリエー
ション活動、文化活動などに参加する
ことは、機能回復の効果だけでなく、健
康の保持、増強、自立意欲の促進など、

A 近い将来ピロリ菌検査も取り
入れる

Q 胃がん撲滅対策は

A バス協議会と国土交通省と
前向きに協議していきます

Q 介護予防教室の有効活用は

A 実施率が低いところにはペナ
ルティが課せられますので向
上に努めます

Q 支援学級員の追加配置は

A いかなる子どもたちも教育が
受けられるような施策を協議
します

Q 特定健診向上対策は
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活動に助成を行っていますが、その助成
以外でも、地域の活性化につながるもの
であれば、町は積極的に支援をして、一緒
になってやっていきたいと思います。

一般質問
よりよいまちづくりをめざして

一般質問
よりよいまちづくりをめざして

【問】　財政状況を表す指標で、財政構
造の弾力性を表す「経常収支比率」が平
成21年度は96.8％となっている。こ
れは赤字債権団体転落の危険性をおお
いにはらんでいる状況です。
　その他「標準財政規模」「一般財源比
率」「財政力指数」等のいずれをとって
みてもその表す数値は、まさに本町の
財政事情が危機的状況であることを示
しています。
　まずはこの状況に対してどのように
認識しているのかを尋ねます。
【答】小田町長　国の財政状況、町の経
済状況、そして本町の財政状況、そのい
づれも極めて厳しいと思っています。
　しかしながら「実質公債費比率」は
12％でレッドラインの半分以下で、そ
こを有効に活用していけば事業の展開
も可能と考えています。

【問】　行政区
長は町から報
酬もあり、執
行部の末端機
関のように認
識していたの
で本日の質問
を行います。
　大多数の区長さんが自己の身を削る
思いで地域に貢献していますが、ごく
一部の区長さんが役職を誤って解釈
し、行政とのやりとりでも、疑問点が発
生しているようです。
　人道的に特に見過ごせない事案があ
りますので報告の上、見解を伺いたい
と思います。
　１件目は、23歳の青年が交通事故
で骨折入院し退院して歩行困難でリハ

を210から130に減らして努力をして
きました。しかし民間保育所はそれを
やらずにやってきています。同和保育
所の必要性を考えて公設公営で新築し
やっていきます。

 川崎町議会初の「反問権」町長行使！
【反問】小田町長　本町の財政上の悩み
に滞納問題があります。住民の先頭に
立つべき職員や議員さんが滞納すると
いうことは行財政が成り立たない。樋
口議員は滞納がありますか。
【答】樋口議員　あります。23年度分の
固定資産税で、これは年度末までに納
めると担当者に伝えています。

いと思いますが、草刈りなどの罰則は全
員参加の平等性から規約として設けら
れていると認識しています。しかしなが
ら療養中の方や、高齢の方の報告にあっ
たようなケースは、相談があれば町民の
問題や苦情として町がきちんと対応し
ていきたいと考えています。

樋
口	

秀
隆
　
議 

員

繁
永	

英
樹
　
議 

員

A 厳しい、楽観視はしていない、
緊張感をもってやる

Q 厳しい財政状況への認識は

ないということもありますので、建て替え
計画はあげていませんが、今後は愛光園の
建て替え、経営のあり方などを含めて検討
し、できるだけ早く劣悪な環境を取り除い
ていくべきであると考えています。

【問】　川崎町の農地基盤整備は、いまだ
未整備の所が多くあります。農地の耕作
者は年々高齢化になり、多くの田畑が休
耕田となっています。この休耕田をでき
るだけなくし、将来若者が農業を受け継
いでいく上にも、早急に基盤整備が必要
だと思いますが、町長の考えをお尋ねし
ます。
【答】小田町長　川崎町の農地面積は約
491ヘクタールです。平成23年度までに区
画整理の施工率は64％ぐらいです。安宅、
上真崎、田原、木城もずっと圃場整備がさ
れてきました。その中で問題点は農地が
中山間部にあり、それと同時に耕作者が
大変多い、それによって大区画として圃
場整備されることが難しいところが1つ
残っています。そういうことを含めて、今
後農業が主体の町になることは間違いあ
りませんので、圃場整備については、事業
の採択要件が整えば、是非考えていきた
いと思いますし、当然耕作者側の受益者
負担も出てきますので、地元と協議をし
ながら進めていきたいと思っています。

【問】　地域の様々な行事を町が支援す
る事により、地域住民の自主性を誘起
し推進を図るべきと思いますが、その
具体的な方策として生活環境の美化、

【問】　愛光園は町立養老院として、昭和
26年5月に川崎町鷹ノ巣に開設された
弱者救済の養護老人ホームであり、昭和
37年4月に愛光園老人ホームと名称が
変わりました。その後、昭和55年に現在
の場所である朝倉団地に建設移転され、
早くも32年が経過しようとしていま
す。この間多くのお年寄りが町内外を問
わず入園し、また去っていきました。入
園者にとって愛光園は永住の地であり、
ここでの生活が励みとなって心身とも
に充実した日々を送っている人を何人
も見てきました。園の定数は50名です
が、現在は半数以下となり、年々入園者
の数も減っています。減少の要因はいろ
いろありますが、ひとつは近年多くの老
人施設が建設されたこと、ひとり暮らし

北
代	

俊
雄
　
議 

員

千
住	

幹
雄
　
議 

員

伝統行事、資源リサイクル、防犯防災な
どの支援に取り組むべきだと思いま
す。まず生活環境の美化は地区内の草
刈り、溝掃除。資源リサイクルは、空き
缶、古紙などの廃品回収。伝統行事は、
地区での子ども相撲大会、鬼火、猪

いのこ

子や
各種レクレーション。防犯防災は、年末
年始における夜廻り。この様な行事に
町が財政支援する事により、少子高齢
化の現在、村おこし、または地域住民の
コミュニケーションの場となり、地域
は永続すると思いますが、町長の見解
をお尋ねします。
【答】小田町長　まちづくり活動支援助成
金では、まちづくりの推進のボランティ
アに、人づくり推進事業補助金では、文化・
スポーツの振興、人材育成、ボランティア

の老人が最後まで自分の家で暮らした
いという願望から、ひとりで生活できな
くなると特別養護老人ホームやグルー
プホーム等へ入所し、病気になると病院
に入院するので、養護に入園する人が少
なくなってきています。また施設も30
年以上経っているので、長年にわたる雨
漏りなどで著しく老朽化が進んでいる
と思われます。
　そこで町長にお尋ねします。愛光園
老人ホームの建て替え計画はあります
か。また今後の方向性をお尋ねします。

【答】小田町長　愛光園は、現在の位置に
昭和55年に建設され、すでに32年が経っ
ています。私も時々行くのですが、極めて
劣悪な環境にあります。居住スペースだ
けではなく、給食やお風呂などがかなり
傷んでいますし、数年前はシロアリ等が
入って床が抜けたということもありまし
た。定員は50名で現在21名が入所してい
ます。町内が11名、町外が10名と約半分が
町外であることも事実です。少なくなっ
た原因は、老朽化しているがゆえに入ら

【問】　公債と言えども借金です。住民
への将来に負担が長きにわたって残っ
てしまいます。また、民間保育所擁護の
立場からすると、その多くが定員割れ
をおこし、その経営に苦慮している状
況であるので、公共の立場から先に身
を引くよう配慮すべきだと思います。
　同和保育所はこれまで同和教育の浸
透に多大な貢献をして参りました。し
かしもう一定の区切りを付けても良い
と考えられます。
【答】小田町長　事業債と過疎債を充て
れば全体の13％程度の自主財源で収ま
るし、ほかの予算も入れればもっと少
なくなります。たとえば４億の工事で
も4 ～ 5,000万円ぐらいの町負担で出
来ます。
　同和保育所は少子化に合わせて定数

ビリ中に、行政区の草刈りが行われ、当
然参加できなかったのですが、区長の
使いを名乗る人が多額の罰金の徴収に
来て、事情を話しても支払いを免れな
かったそうです。
　２件目は、現在96歳の単身のおばあ
ちゃんなのですが、80歳をすぎたこ
ろから入院がちになり、退院後もほぼ
寝たきりだったのですが、同じように
年数回、15年以上全ての罰金を支払
わされています。
　この現実が、役場が目指す隣組の活
性化や地域主導型の結果であるなら
ば、執行部のみなさんもご高齢の親族
が同じ境遇になったり、自身がその歳
になってもその行政区の制度に従える
かを立場を置き換えて考えてみて下さ
い。各行政区の規約は大変重要なもの
で、地域の生活のベースになっている
ことは理解していますが、常識をこえ
るこのようなケースが日常化している
ことへの対応をお聞かせ下さい。
【答】坂田総務課長　行政区は完全に独
立した外郭団体なので、慎重に検討した

A 公債により有利な財源が取れ
るときにやっておきたい

Q 財政が厳しい中で同和保育所
を公営のまま新築するのは行
革に逆行

A 完全な外郭団体ですが、大き
な問題点があれば町民のこと
として対応する

Q 行政区の運営管理や実態を把
握して指導を行っていますか

A 現在の町づくり活動支援助成
金制度でやっている

Q 地域活性化支援の取り組みは

A 検討しながら劣悪な環境を取り
除いていくべきであると考える

Q 愛光園老人ホームの建て替え
計画と今後の方向性は

A 地元との協議を進めていきたい

Q 農地の基盤整備は

▲

伝
統
行
事
の
鬼
火
（
上
真
崎
）

▲雨漏りのため防水シートがかぶせられた
　愛光園の屋根
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1町有財産の状況について
　平成24年１月23日、町有財産の状況について調査をしました。
①東川崎のひばりヶ丘団地は、総区画34、総売却金額

１億４千万６千円で、その内12区画が売却され、売却金額
は5,109万４千円で、売れ残り区画は22区画、売れ残り金額
は8,891万２千円です。

②下真崎うぐいす台団地は、総区画17、総売却金額3,231
万８千円で、その内７区画が売却され、売却金額1,452
万７千円で、売れ残り区画は10区画、売れ残り金額は1,779
万１千円です。

③その他の町有地で売却を予定している物件は、児童遊園跡
地2カ所、池尻三ヶ瀬グラウンド駐車場、川崎交番裏、川崎
駅前町有地（図書館横）、米田鷹ノ巣、うぐいす台入り口な
どで、広報紙、新聞折込等でPRを予定しているそうです。

　以上の書面の調査を終え、１月27日にそれぞれの現地を視
察し、売却物件を表示する看板の設置及び不動産会社等との
意見を参考にして積極的に処分することにより、草刈等の維
持管理が減り、恒久的に固定資産税が増えるので、積極的に
処分することを提起しました。

1「De・愛」の運営状況について

　施設の使用料（土地、建物）は１ヶ月3万円と協定している。
今後は利益が出た場合は使用料を上げることも協議すべきで

●	「消防組合議会」
①平成22年度の一般会計歳入歳出の

決算認定
　総額約15億9,957万円

②平成23年度の一般会計補正予算
　総額約15億9,131万円

● 「斎場組合議会」
①平成23年度一般会計補正予算

　総額約1億3,950万円
②平成24年度一般会計予算

　総額約1億3,450万円

総務常任委員会

建設産業委員会

2財政状況について
　２月10日、平成23年度予算の昨年12月末現在の予算執行状
況について調査しました。予算総額は、普通会計で101億810
万4千円、これに対する収入済額は、72億1,790万１千円、執
行率71.4％に対し、支出済額は、62億4,279万１千円、執行率
61.8％で、最終的な予算執行額を92億円と予定しているとの
説明がありました。なお、ふるさと納税の質問については、幅
広くPRし、納税増を図っていきたいとのことでした。

す。指定管理者の任期が平成24年度で終了するので、その後民
間で運営するか、公立で運営するかの協議を関係団体とすべ
きです。

2田川地域観光交流センター設立の
　経緯及び今後の方向性について
　今迄は田川市郡それぞれ独自に観光事業を推進していまし
た。しかし充分とは言えませんでした。そこで産官学民の団体
が参画して地域を挙げて事業を推進する組織を設置するもの
です。
　運営費は各市町村が100万円、商工会議所、商工会が200万
円とします。組織体制としては各市町村から1名、各市町村
の商工会、商工会議所から1名、観光施策に精通した人材１
名の計17名で組織されます。

●	「清掃施設組合議会」
①平成23年度一般会計補正予算

　総額約4,990万円
②平成24年度一般会計予算

　総額約5,246万円
③監査委員の選任
　・星野　一広議員
　・髙橋　鉄也氏
●	「水道企業団議会」
①伊良原ダム建設事業の状況

現在29年度末の完成を目指し工

〈訂正とお詫び〉
　議会だより 105 号に掲載された「民生文教所管の公共施設
を現地視察」の記事において、3 行目「父兄」とありますのは、

「保護者」の誤りですので、ここに訂正してお詫びいたします。

一部事務組合並びに広域連合議会報告
事中。計画水量は27,000tのうち川
崎町は5,000tを利用する計画。

●	「福岡県介護保険広域連合議会」
平成24年度から26年度までの第５期
介護保険料の改正。
川 崎 町 の 基 準 額 は79,622円、月 額
6,635円に改正。
● 「福岡県後期高齢者医療

広域連合議会」
平成24年度一般会計予算

総額約４億6,778万円

常任委員会の
活動状況を
報告します

もっと知りたいもっと知りたい
委員会レポート

▲

世
界
中
か
ら
よ
せ
ら
れ
た
絵
画

▲

農
産
物
直
売
所
「
De
・
愛
」

▲４月より分譲開始の乙女ヶ丘住宅団地

1民生文教所管の公共施設を
　現地調査
　12月19日、清掃センターの資源回収施設を見学し、ごみの
分別状況を調査しました。分別は大方浸透しているようです
が、まだカッターやかみそりなどの刃物がどうしても手選別
となるため、危険であること、またスプレー缶などの爆発性
可燃物がガス抜きされていないために手間がかかり、苦慮し
ているとのことでした。
　次に子育て支援センターの運営状況について視察を行い
ました。意見交換の場では町民全体への敷居を低くした周知
や活用がされていない、他の市町村では10万人の住民に対し
て5人の職員で対応している。利用者も何十倍もいるのに、2
万人に満たない川崎町では少人数に対して5人の職員で対応
していることに疑問を感じるなどの意見が出ました。
　多額の予算を投入して開設した施設の利用者はまだまだ
少なく、保護者の頼りになる施設としての目的が達成されて
いないように感じましたので、経費や利用率を含めて今後も
慎重に運営状況を見守っていくと結論づけました。

2ふれあいセンターの有効活用について
　先進地を視察
　1月23日、川崎町ふれあいセンターの有効活用を議題に、
八女市矢部村の昭和18年建築の旧矢部中学校廃校利用施設
で、現在は杣のふるさと文化館を研修視察しました。昭和

15年の廃校
後、翌 年 に
地元の元教
育 長、有 志
らが呼びか
け を し て、
有形文化財
に指定し保
存 を 決 定
したもので
す。

民生文教常任委員会
　現在は、NPO法人世界子ども愛樹祭コンクール・コスモ
ネットで有名ですが、建物は旧校舎を耐震補強などを施し、
改築されて古い味のあるままで各教室が資料館になってい
て、運営の中心となっています。スポンサーには大手企業や
航空会社があり、外国の子どもたちの来日実績も豊富で、考
え方一つで県下でも有数の児童世代からのグローバル化を
達成していることに驚きました。
　意見交換の中で、当施設の運営状況は現在良好ですが、費
用対効果だけを議会が求めると発足時の採算が重視され、
開設が難しくなる。（体裁だけにとらわれず思い出の遺産な
どとの融合で視野が開けてきます。何より人脈が一番です
よ）と元教育長の言葉が印象的でした。
　川崎町も大峰ふれあいセンターや安宅交流センターが運
営中で、整備された建物は管理費や準備費ばかりがかさん
で有効利用がされていない反省点がありますので、研修で
学んだことを反映できるように努力する決意をしました。

3特別支援学級の現状について
　2月21日、特別支援学級の職員配置について最低でも現状
維持、もしくは障がいのある生徒に対して支援教育が行き
届くようにしてほしいとの要望から、執行部に現状と今後
の見通しの説明を伺い、その後真崎小と東小に視察に行き
ました。
　真崎小については、障がい児も少なく、対象の児童も同級
生たちと元気よく体育館で発表の練習をしていて安心した
のですが、東小は来年度には対象児童が10人になり、更なる
増加も予測されます。視察していない池尻小も現在6名の対
象児童がいます。現状を考えると国や県の支援体制では程
遠く、障がい児の権利を守るためにも、川崎町独自の支援体
制の強化が必要であるとの結論に至りましたので、迅速に
対応できるように担当部署と連携をとって、充実体制の構
築に努めていきます。
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６
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今
月
は
、
川
崎
中
学
校
の
村
上
き
ぬ
よ
校
長
よ

り
投
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
12
月

議
会
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
視
聴
さ

せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
学
校
関

係
者
と
し
て
一
言

感
想
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
誰
で
も

気
軽
に
議
会
の
様
子
を
視
聴
で
き
る
シ
ス
テ
ム

に
驚
い
た
の
と
同
時
に
、
開
か
れ
た
議
会
、
町

づ
く
り
の
姿
勢
に
感
心
し
ま
し
た
。

　

12
月
議
会
に
お
い
て
は
、
発
達
障
が
い
の
子

ど
も
た
ち
に
つ
い
て
質
問
等
が
出
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
こ
と
は
、
開
か
れ
て
い
た
３
月
議
会

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
教
育

現
場
に
お
い
て
、
特
別
支
援
教
育
の
推
進
に
つ

い
て
取
り
組
む
こ
と
が
最
重
要
課
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
議
会
の
中
で
も
関
心
を
も
っ
て
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
り
が
た
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。
本
校
で
は
、
一
昨
年
よ
り
柔
道

場
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
新
設
等
、
子
ど
も
た
ち

の
学
習
環
境
に
力
を
注
い
で
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
に
も
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

３
月
議
会
で
も
、
福
祉
、
教
育
問
題
、
ご
み

処
理
施
設
の
問
題
等
様
々
な
町
の
問
題
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
議
会
の
様

子
を
今
後
是
非
子
ど
も
た
ち
に
視
聴
さ
せ
る
機

会
を
作
り
、
社
会
に
参
画
し
て
い
く
一
員
と
な

る
意
識
を
持
た
せ
て
い
き
た
い
と
強
く
思
い
ま

し
た
。

　
貴
重
な
ご
意
見
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
と
も
川
崎
町
議
会
に
ご
協
力
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

平成23年度　議員会議出席表

※議長については、会議に出席していますが、委員会に所属していないため出席数に反映されていません。

　３月４月は卒業、退社、入学、入社の時季です。卒業時によく歌われる「仰げば尊し」の歌
詞の中に「身を立て名を揚げ」と云う文言があります。この言葉は中国の「孝経」の中の一節
にあります。「孝の始まり」と「孝の終り」が記されています。「道徳」の観念が薄れている現
代においてこの文は非常に興味がわきます。「身

しんたいぱっぷこれふぼにうく

体髪膚之父母受」と云う文です。父母から受け
た身体、皮膚、髪は大切にしましょう。この事が「孝の始め」と云っています。「身立名揚後世顕」
と云う文は、身を立て名を揚げ後世に名を顕わす事が「孝の終り」と云っています。
　「孝経」の文を注意深く理解して「仰げば尊し」を歌うと「道徳」の第一歩が踏み出せるので
はないかと思います。
　卒業式のスタイルも時代がたつにつれて変わっていますが、この意味が少しでも解ってくる
と「仰げば尊し」も感慨深くなり卒業のもつ意味も違ってくると思います。

編集後記

村上 きぬよ 校長
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数総務 民生 建産 議会
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駅前
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H23
決算

H24
予算

6月
補正

9月
補正

12月
補正

3月
補正

小松　孝一 21 17 17 17 9 2 2 1 1 12 99 1 100
谷口　武雄 21 14 2 1 1 1 12 52 1 53
有田　浩二 21 18 17 17 9 2 1 1 1 1 11 99 1 100
西山　賢俊 21 14 16 2 2 1 1 11 68 3 71
千葉加代子 21 15 2 2 12 52 1 53
樋口　秀隆 21 15 17 17 9 2 2 1 1 12 97 0 97
千住　幹雄 21 15 16 2 2 1 1 11 69 2 2 71
大谷　春清 21 17 16 2 1 1 12 70 2 72
櫻井　英夫 19 18 2 2 1 1 12 55 0 55
伊藤　英明 14 6 11 5 2 1 1 7 47 41 40 88
掛橋　要一 21 15 17 17 9 2 2 1 1 1 12 98 1 99
繁永　英樹 21 16 15 6 2 2 1 11 74 7 81
北代　俊雄 20 15 17 8 2 1 11 74 3 1 77
瓜野かをり 21 16 2 1 1 1 1 12 55 0 55
中村　内廣 18 15 2 1 1 11 48 4 2 52
奈木野康徳 21 18 2 2 1 1 12 57 0 57
見月　　勧 21 12 33 0 33
出　席 344 88 68 88 143 89 50 18 32 9 7 9 9 193 1147 67 3 42 1214
欠　席 11 2 12 2 10 13 4 0 0 0 2 0 0 11


